
5 万分の l 地質図幅

説明書

滝

(網走-第14号)

上

北海道立地質研究所

平成14年 3 月 (2002)



山富〔] 佐印は川山
¥5

9 101'11

1516[171¥1
3 旭川 1811920121 2¥ 1 網走

2212324131'4

251262715 6 1,. 7

2812930131 3218 9 110~11

331343513612113固 -E 国371383914020121 22231241251261271 128

41142431443113233134351363713839140141

斗5146 47148491424314445146471484915051152

50151 521535415354155561575815960161 62163164

11'2 314 516 711 2I3 415 617 819 10111 ー nι2113ηt 14

819 10111 121131411516115161171811920121 2212324125

17¥181912021122231242512829130311323313435136371.38t39

261272812930131 3213334140411424314445)4647148t49

3513637138391404114243144451505115253154155

461474814950151 5215354155561565715859160

←山白飴 58
十関日一 長

i旦コ 621636116263164

向日[ 67 7016566167168

73747517677
陛問巴 巴 2 主JiI路

7817980181182 4 札幌
8318485186(87

困 一u角91 レu8za 手92 一Qn3uo-R3



この地質図幅は，北海道総合開発の一環として，
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5h分の l 地質図幅

説明書 滝

北海道立地質研究所

上 (網走-第14号)

松波武雄*

まえがき

「滝上」図幅の野外調査は，北海道開発庁の委託により昭和151年から fiji 手IJ53

年にかけて実施された.野外調査に当たっては，爵岳周辺域の花同岩地域につ

いて元北海道大学渡辺順博上・北海道大学土屋重1専士の，また，滝上市街周辺

の先新第三系分布地域について元北海道大学 ~11村耕三教授のご協力を頂いた.

野外調査後刊行までに長年月を経ることとなり この間 本地域や周辺地域

の地質系統について多くの知見が得られてきている.白亜系一古第三系につい

ては田近ほか(1984) ，同近・岩田(1990) ，旧近(1992) など，新第三系につ

いては宮坂ほか(1980) ，宮坂ほか(1984) などである. ~[χl幅中の地層1'1 の

多くは基本的に上記文献を踏襲した.

とりまとめに当たって，白亜系~古第三系について当所 F-IJ近淳表隔地質科長

に多くのご教示を受けた.本報告に用いた岩石薄片の作製は1所戸間替修・氏

による.さらに，寺島克之地域地質部長には本図幅全般にわたりご検討いただ

いた. 上記の方々に深く感謝する次第である.

I 位置および交通

「滝上」図幅地域は，北海道北東部の北緯44
0

10' -4r20'，東経 143
0

00' 一

143°15' の範囲に位置している.本地域は網走支庁管内紋別市，滝上町， J~部

町および西興部村に属する.

本地域南部の渚滑川沿いには同道 273号線が，滝上市街からサクルー JII 沿い

本元北海道立地質研究所(現マルイシジオテクノ株式会社)



には道道士別滝上線が横断しており，本地域の主要道路となっている.また，

地域北部の欝岳に向かう各河川 it~いには道路が整備されている.

E 地形

「滝上J [苅幅地域は大部分が山地および丘陵からなっており，比較的大きな

平J13_地は地域南部を東西に横断する渚滑川およびサクルー川 ifい、に限られる.

最高標高は欝岳の813.3m である.第 1 同に本地域の接峰面白!をしめした.

。

仁=二三オ

第 1 図接峰面図

- 2



本地域の地形は， ~者 i廿川およびサクルー川を境に大きく呉なる. ~者市川およ

びサクルー川の北側では，問、r·i\:I~ は花[品目からなる欝 Ih を [11心とした標高300

~800m の比較的急峻な山地から 束、|守口は山地を lDえりをく椋，'，':j200~ 300m の

丘陵地からなる. このうち!束 i紅〈討2端端;品出i品jい出川t;行川川\:l~一i五|じ;のやペやコ山し、サ j標票高を〉不 Jドよす i古剖部'1:[刊|口;分は新第;三 f系火砕右

芳頬i同カか、らなり， )11 床を Ti7 びた III 行をしめす.

欝 l長から同凶に If村、ぃ放射状に間 j析谷が発達する.興部町および西興部村管

内は藻興部川水系，紋別市および滝上町管内は渚滑川本系に属する.

A方， ~者滑川およびサクルー川の南側は，標高 200~400m の l王陵地からなる.

清dj- Jl I に j仔い標高 200m 以下の{民地が発達するが，接峰Ii i凶上では滝 E市街南

部と濁川市 11' 1以東に分離される.両者の境界部の渚滑川は先新第三系からな

る狭|溢な渓谷( i竜!二渓谷)を形成している.

段丘地形は主として渚 i骨川およびサクルー川沿いの地域南部に発達し， tlｭ

t3 までの各段正面に民分される. tl- t:)の 3 面が分布するのは，滝上市街以西

のi者滑川およびサクルー川沿しミであり，濁川市街以東の渚滑川沿いでは t2- t3

の 2 面のみがみられる.

!王陵地形をなす部分の叶じには，段丘面と山腹の問に緩傾斜をなす山麓斜面

が認められる.

E 地質概説

Ii 竜 l一二」閃幅地域は北海道東北部に位置し，北海道1) 1生界の地質構造区分で

は円高帯に相当する.本地域を構成する地質系統は，中生界(白亜系)-古第

二三系，新第三系(中~上部中新統)および第四系からなる(第 1 表) . また，

欝岳を中心とした地域には占第三紀花尚岩が広く分布する.第 2 図に地質概略

図をしめした.

中生界(白E系)--..古第三系

本凶幅地域に分布する中生界(白亜系)ー古第三系は円高累層群と総称され

る.それらはターピダイト性の砂岩・泥岩およびそれらの混在岩を主とし，そ

れらの堆積と同時期に形成された緑色岩類を伴っている.本地域のほぼ3/4 を

占めて分布する，

3 -



日高累層群は，構造・岩相から丙南域の上興部層，西北域の西興部層，中央

部より東部にかけての瑠橡層および立牛層に区分される.これらの区分は地質

層)j-;区分ではなく，岩相による構造層序的な区分である.上興部層は主として

泥岩砂岩互層および赤色・緑色・黒色泥岩からなり，玄武岩溶岩や塊状砂岩を

伴う.両興部層は塊状砂岩を主とし砂岩泥岩互層を伴う.瑠橡層は砂岩，泥岩

およびそれらの混在岩と互層からなり，大局的に砂岩優勢なユニットと泥岩優

勢なユニットの繰り返しからなる.泥岩ユニットには大規模な緑色岩類(玄武

訂溶岩)が伴われる. 史牛層は石灰質団塊を含む泥岩を主とし，珪質泥岩・砂

岩を伴う.

第 1 表地質総括表

西部 東部 貫入岩類
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U;南京層群の U'.j:代は，放散虫化正iから [~jq巨紀後期から古第紀(暁新 i吐~始

新聞!:)とされている( III近・行UJ， 1990; 君波ほか， 1990; 旧近， 1992 など).

欝!在をIjl心とした地域には，始新!吐後期に辺入した花同右寄!が大きな岩体(欝

11I花岡岩)を形成している.二本岩体の周辺の狭い範聞に黒雲母ホルンフェルス

，/断層

第内系

竪~Iト1新統(削 J-f;桝;)

'I' 新統(火砕半;如、)

'I'新統 (~I 積計官il

c:::::;] 花尚お

Eコ fHli ，y;-，';第一一系
Ta 立牛層 Ru 瑠禄層

No 西興部層 Ko 仁興部層 第 2 図地質概略図

F
J

Ioc



カがf耳形5釘h北比されている. この他 弘花id尚品-粁計およぴ

新第三系中~上部中新統

新第三系は日尚累 't]群分イII域に欝岳を取り巻くように分散して分布する.各

地層間の直接の 1'- ド関係は見られない場合が多く，各地区sの年代は必ずしも明

らかになっていないが 大同的には r11~ 上部 ql新統とみられる.それらはオシ

ラネップfll 層， ;葉興部IrL'~: ， j-_手LJJ)II辺層 ， i東別層およびトJ菜安山岩に区分される.

火山科・火砕忠告羽、らなる葎別層および卜藻安山岩以外は，碑!岩，砂宕をこJ:.体

とした地層である.

オシラネップ川層は本地域市商i}!5 に分布する.本地域内では蝶岩砂岩圧f同を

t体とし，際空;，泥干J，碑~-{;-砂岩泥岩互層を{、I': う.堆積時代は中期j中新 i吐であ

る i葉興部!再は市東隅にわずかに分布する.本地域内では牒むからなる. 卜和

司II辺層は蝶岩砂岩互!忌からなり，本地域'!:l央部に孤.\L して分布する.

i業別層は陛成層であり，本地域の;東部に散在して分布する.主として石英安

山岩質軽石凝灰岩からなる.堆積時代は中~後期中新iH:である . .l::i築安山17は

安山岩i容右であり，本地域南阿部の穣線域に分布する.

貫入計類は玄武岩，安山岩および流紋おからなるが，地域全体として!LJ脈の

発達は之しく，いずれも小規模な岩体である.

第四系

第四系は， ¥者十f')- JII ，サクルー川，和訓辺川および宇津々川沿いなどに発達し，

主として河岸段丘堆積物からなる.その他，山麓斜面堆積物および現河床堆積

物がわずかに分布する.

N 中生界~古第三系

*閃幅地域の中生界一古第三系は，北海道の中生界の地質構造区分上日高帝

に属し，日高累層群と総称されている.本図l幅を合む u 高帝北部の目白黒層群

の堆積一時代は， 1980年代に白軍紀後期(サントニアンーマストリヒチアン)と

されていたが， 1990年代に古第三紀暁新世や始新世をしめす放散虫化石が本地

域を含む周辺地域から発見され(君波ほか， 1990; 田近・岩田， 1990など)，

日高帯北部に古第三系が広く分布する可能性が強くなってきている.

6-



日高累層群N.
日白黒層群:を両側から 1. 興部恒・阿興部層・ f留橡層および立 Ito.本図帽では，

これらの伏分は地質層!子区分ではなく，岩相による構 j立回序的層に区分した.

な区分である‘第 3 UZI に周辺地域との対比四!をしめした.

N. 1. 1 上興部層(Iくam ， Kos, Kog) (長谷川ほか， 1969:q1 村ほか， 1980)

西接する「両興部」凶 ~J日 (til 村ほか， 1980) の「上興部回」に相当する.

本属は:本地域南両端のサクルー川および渚滑川流域に，層理にほぼ平行な

NNW~ SSE 万向に分布する.主として薄届理泥岩砂干 i!万:層およびそれらの混

在岩 (Kom) ，玄武岩溶岩・珪質泥岩

および赤色・緑色・黒色泥宕のユニッ

(Kog) からなり，塊状砂岩， )豆層

理砂岩泥右手五層 (Kos) を伴う.

Ew
宅宣ほか(1980)

西

興

部

図

幅

ト

札
上

東
j骨
興

興

層
部

層
層

(第 4 図)

では，上位に向かつて赤色泥77，緑色

泥岩~珪質泥岩，黒色泥岩一薄層理泥

干;砂右互層および厚)吾理砂岩泥岩互層

岩見橋上流のサクルー川

本
図
幅

瑠橡層
粘 粘

西 板 板

興 担一山 右山 砂

部 砂 砂 担一山

層 担一山 宥山 層

A B

層 層

一塊状砂岩のJim に移化する上方粗粒

(田

近・岩田， 1990).

玄武岩は枕状溶岩ーからなり赤色泥岩

化・厚層化ユニットが観察される

興

部

図

幅

の下位に伴われる.枕と枕の問にはミ

クライト質石灰岩が充填されている.

鏡下では斑品は斜長石，単斜輝石から

田近 (1992)

立
上
上 金

牛
古

丸 山

層
丹

層 層
層

立

牛
3

丸

瀬

布

地

域

なり，石基はインターサータル組織，

一部サプオフィチック組織をしめす.

斑品および石基の輝石の多くは緑泥

;石，絹雲母，炭酸塩鉱物，まれに角閃

石類に交代されている(第 5 図) .

赤色泥岩は 5 ~ 10cm 前後の厚さで

白亜系~古第三系対比 l叫第 3 図
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ト質バンドを挟む.緑色~珪質泥岩はlOem lJlJ後以下の厚さの暗灰色~虫色の

珪質泥岩と緑色泥岩の Ti~層からなる.

薄層理j尼岩砂岩互層は 10数 em 以下の厚さの単層からなる泌岩優勢圧!母であ

る.厚!百理砂岩泥岩互層は 10数 em 以上の厚さの単層からなる砂岩優勢~Ji.層で

ある.砂岩は暗灰色の石質砂岩である.

本層の層厚は見掛け上2 ， 500m 以上である.

第 5 図 上興古剖部15層中の玄武岩の顕{微認散k鏡写真(岩見橋卜

+横黄|申ド隔国は 3 mm (単単宇ニコル)

N. 1. 2 西興部層 (Nos ， Nom) (長谷川・魚住， 1975; 君波・紺谷， 1988)

北接する「興部」図幅(長谷川・魚住， 1975) の「西興部層 J，西接する「西

興部」図幅(中村ほか， 1980) の「東興層」に相当する.

本層は本地域北西端のフトロ沢および鶴の沢に分布する.主として塊状砂岩

および砂岩に卓越した砂岩泥岩互層 (Nos) からなる.砂岩は時灰色 1j1粒の訂

質~長石質ワッケである. 一部に暗灰色一黒色泥岩が厚く発達する部分が追跡

される (Nom). この部分には稀に緑灰色凝灰岩の薄層 (2 ~ 3em) が伴われ

る.

本国の層厚は見掛け上2 ， 500m 以上である
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N. 1. 3 瑠橡層 (Rus ， Rum, Rug) (長引 II ・魚住， 1975)

北接する「興部 J L立l幅(長谷川・魚住， 1975) では「瑠操国」は「粘板岩・

砂岩 A層」 ・「粘板岩・砂 fiB 層」および「砂岩層」に 3 分されている.後に

述べるように，「粘板岩・砂岩 Bp首」は，本凶幅の「立午!語」に相当すると推

定される. また r砂岩層」は「丸瀬布北部」図幅地域(八幡ほか， 1988) お

よび「立牛」同幅地域で，見掛け L r立7・ f~J の下位に位置する rJ: 古丹層 J (間

近ほか， 1988; 八幡ほか， 1988) に相当する可能性が指摘されている(間近，

1992). このようなことから，本凶幅では「興部」図幅の「粘板岩・砂行 A層」

のみを「瑠橡層」として取り扱う(第 3 凶) .

本層は欝岳花岡岩を取り巻き，本地域の日高累層群の大半を占め広く分布す

る.本層は砂岩・泥岩およびこれらの互層ないし混在岩からなり，緑色宕類を

伴う.砂岩に卓越する砂岩ユニット (Rus) と泥岩に卓越する泥計ユニット

(Rum) に分けられる.大局的にこれらのユニットが大きなスケールで見掛け

上整合的に繰り返して累重している.泥77ユニット (Rum) には大規模な緑色

岩類 (Rug) が伴われる.

砂岩ユニット (Rus) は，暗灰色~灰色細粒の塊状砂岩および砂岩優勢な砂

岩泥岩互層からなり 一部には微摺曲が発達する.パンケオチンナイ}/ II二分布

する砂岩ユニットには灰色凝以 fiの薄層がnわれる.最も[早:しミ砂岩ユニットは

本!百の最下部を構成するもので，雄鎮内附近の渚滑川流域から， 昨日訓辺附近

の和市II辺川流域， l宇津々附近の宇津々川流域にかけてほぼ南北に縦断して分

布する.

泥岩ユニット (Rum) は泥岩，泥計優勢な泥岩・砂岩の混在岩およびj尼岩優

勢な泥岩砂岩互層からなる.泥岩中には稀に 10-50cm 大の石灰質問塊が合ま

れる.滝上市街附近のj者滑川では含際泥岩の薄)暑が伴われる.

緑色岩類 (Rug) は泥岩ユニット中に挟まれる.大規模なものは影の沢川か

ら北線川にかけて NE-SW }J向に分布する岩体，和訓辺川上流の NE-SW 方向

に分布する岩体および宇津々 JII ~二流域の N-S 方向に分布する岩体である.

本岩は大部分塊;1犬岩体であるが，影の沢川や宇津々右沢支線川などで枕状溶

岩相がみられることや泥岩ユニットと構造的に調和していることから溶岩が主

体となっているとみられる.鏡下では斜長石，単斜輝石からなるサブオフィチ

- 10-



ツク組織をしめすが， 什;にインターサータル組織をしめすものがある.輝行

や斜長石の一一部は緑?T~{i ， キ!J~1tl:J:，炭同支出鉱物に交代されているが，その程度

は様々である.

本!討の見掛け L のI>.'4 Hl は 5 司 OOOm iJLで、ある.

第 6 図 瑠橡尉 lドの玄武岩の顕微鏡写真(影の沢}II)

横幅は 3 mm (単ニコル)

N. 1. 4 立牛層 (Ta) (山近ほか， 1988; 間近， 1992)

本!昔は，本地域東部の中宇津々以東の宇津々川， と和訓辺以東の和司 II 辺川，

i竜下以東の渚滑川および立午川流域に，ほぼ南北に縦断して分布し，南接する

「立牛」図幅地域に連続する.北接する「興部」図幅地域の南東端部には，無

層理泥 ZJ- を主体とする地層が広く分布するとされる(君波， 1989) ことから，「興

部」図幅の「瑠橡層」の「粘板岩・砂岩 B 層J (長谷川・魚住， 1975) は本同

!幅の「立牛層」に相当するとみられる.旧近・岩田(1 988) ，田近(1 989) は，

渚滑川で見掛け上本層の上部に放散虫や珪藻化石に富む珪質泥岩が伴われるこ

とから，本層の上部を r?者j骨 JII 層」として分離した.本12< ]IIJ 量では珪質泥岩の南

北への広がりが不明瞭なことから「守.牛層」に一括して取り扱った.

本層は，主として ]0~60cm 大，最大 1 m の石灰質問塊を含む暗灰色一黒色

11



塊状j尼岩からなる i者滑川では見掛け上の上部に厚さ数10m の珪質泥岩，角礁

泥岩および砂岩が伴われる.全体に層理が不明瞭であり，砂岩は泥岩中に不規

則に混じりあっており，連続性が乏しい.本層のうち，典型的に砂岩が伴われ

るのはアプカウシナイ川の合流点附近の渚滑川に露出するものであり，灰色粗

粒の石質砂岩からなる.

本層の層厚は見掛け上3 ， 000m 以上である.

N. 1. 5 産出化石と時代

本累層群からは大型化石は報告されていない.時代は全て放散虫化石により

考察されている.

間近・岩田(1990) は，サクルー川および渚滑川の上興部層(第 7 凶)から，

第 2 表の放散虫化石を見出した.田近・岩田 (1990) は Lithocampe (?) graｭ

nul αω および Stylophaera coronata の存在から上興部層の地質年代は第三紀の最

初期の暁新世早期であることを明らかにしている.

また，岩田・加藤(1 986) は渚滑川の立牛層(第 7 図)から，第 3 表の放散

虫化石を報告している.これらの放散虫化石では詳細な時代は決定しがたいが，

白亜紀後期であると考えられている(岩田・加藤， 1986).

第 2 表 上興部層の放散虫化石(田近・岩出， 1990)

8H ヨ堕(サクルー川，赤色泥岩)

Bathropyramissp.
Cornutellacr.california
Clathrocyclasdiceros
Lithocampe(?)granulata
Spongodiscusspp.
S砂'losphaera coronata

Tsh· 盟空(渚滑川本流，珪質泥岩)
Bathropyramissp.
Buryella(?)spp.
Cornutellacr.californica
Lithocampe(?)granulata

Spongodiscusamericanus
Stylosphaeracoronata

第 3 表 立牛層の放散虫化石(岩田・加藤， 1986)

壬5 ， T- 重

BathropyramiscampbelliTaketani
Lithatrat:tuspusi1lusCam.&CI.
OrbiculiformamonlicelloensisPess.
Patellulla(?)sp.A
Spongur附 spp.
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興部図幅 紋別図幅

黒色泥右

Loc.2

il)

立牛層分布域
。

オホーツク海

4k町、

第 8 図 「興部」図幅内の放散虫化石産出位置図(君波ほか， 1990)
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第 4 表 「興古I$J 凶 ItJ国内の放散虫化石(岩波ほか， 1990)

Loc.l(緑色珪質頁岩)
Cornutellasp.
Podocyrtissp.A
Theocampesp.
Stylosphaerasp.

白色 L( 黒色泥岩)
Lithomitralineata
Podcyrtissp.A
Amphisphaerasp.
Periphae 附 cr. decola
Spongurussp.

~色 1 (緑色珪質泥岩)

Podcyrtissp.A
Theoca澗Ipe cr.mongo 伊eri

Theocampesp.
Spoongurussp.
Stylosphaerasp.

L盟主(黒色泥岩)
Podocyrtissp.

Spongediscussp.

-方，君波ほか (1990) は北接する「興部」凶幅(長谷川・魚住， 1975) の

「瑠橡層;砂告層」中の緑色頁岩および「瑠橡層;粘板右・砂岩 BM~J 中の虫

色泥岩(第 8 凶)から，第 4 ←夫の放散虫化石の産出を報合している.丹波ほか

(1 990) は ， Podocyrtissp.A , Theocampecf.mongolfieri および Periphaen αcf

decola の産出から，これらの地層の堆積時代は占第三紀始新世であるとしてい

る.このうち， Loc.2 および Loc.3 は無層理黒色泥岩からなる地層中にあり(君

波， 1989) ，岩相から本図幅の「立午届」分布域の北方延長部に相当するとみ

られる(第 8 凶).これらのことから， \'r 牛層の時代は占第三紀始新世におよぶ.

本図幅の西興部層および瑠橡憎からは化石は見出されていない.これまで報

告された放散虫化石による新しい年代は，本地域の最も西に位置する上興部層

で占第三紀暁新世，最も東に位置する立午屈で古第三紀始新世である.このよ

うに，本地域を合む北部日高帝の日高累層群の堆積時代は， 1980 年代には白亜

紀後期とされていたが古第三紀暁新世および始新世にわたるとみられる.

N. 1. 6 地質構造

本地域の日高累層群は， NW-SE 系， N-S 系および NE-SW 系の断層により

分断される.

そのうち，地域南西部で、新第三系(オシラネップ川層)を区切る NW-SE 系

断層を境に，本累層群はトレンドを異にする 2 つのグループに分けられる.な

お，この断層は N-S 系断層により変位されている.本断層の両側に分布する

上興部層は， NW-SE および NNW-SSE の一般走向， 60~90° 西傾斜の同斜構

• 15 -



造をしめす方，本断層の東側に分布する日高架層群(立午層，瑠橡層およ

び西興部層)は， NE-SW~ NNE-SSW および N-S 系の'般走|白1， 60~90° 阿

傾斜の|司斜構造をしめすが 滝上~濁川市街問の瑠操!百では東傾斜をしめす部

分がみられる.

濁 ill 以東の j者i骨川にみられる瑠橡層および立午層は，級化層理などから，か

なりの部分が東上位の逆転尉と推定される(田近ほか， 1984). このような関

係から，見掛け上， .\1正午層の上位に瑠橡 !Ej が忠重する.瑠橡!討と上興部層，瑠

橡!再と i珂興部同は l~JTi'~ 関係にある.

IV. 2 貫入岩類

N. 2. 1 花崩岩 (Gr)

花前] i}は，欝岳を中心とした束 l可約 6 km，南北京!] 9km の範囲の大きな計

体として II 高累層群に泣入する.本凶幅から北按する「興部」 μjill百に伸長し，

南北延長は全体で、約15km に達する.この他，影の ?f{ Jl I ， .某線川および中 i業

:の東土J約 2 km に小山体として分布する.

本地域の花同店は舟主に有色鉱物が少ない優白質な細粒化両岩である.線構

第 9 図 欝 IT;-花両岩の顕微鏡写真(和司II辺 )1 1)

横幅は 3 mm (クロスニコル)
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第 5 表

欝 tic花|もi1'，'の全店主

化学卒Ii成(Ishihara

anc!Tcrashima, 1985)

74HK21

Si02 72.60

Ti02 0.33

AI203 14.19

Fe203 0.76

FeO 1.44
MnO 0.06

MgO 0.33

CaO 1.49

Na20 4.26

K20 3.70

P20S 0.04

H20+ 0.38

H20 0.22

total 99.80

造がほとんど見られず，肉眼的に岩相変化が不明瞭

であるため，地質図では一括してしめした.

鏡下では半白形粒状構造をしめす.石英，カリ長

七，斜長石および黒雲母を主とし，時に角閃石，褐

れん石を合む.黒雲母は緑 1J~li に，斜長石は絹雲母

や炭酸塩鉱物に種々の程度で交代されている . III 本

(1970) によると，本地域の花両岩はアダメロ告の

領域にプロットされる.肉眼的には不明瞭であるが，

グラノフエリック組織とミルメカイトが顕著に発達

するものがある.それらは本地域の岩体の南半部に

発達すると見られる(山本， 1970).

本岩体の黒雲母の K-Ar 年代は，柴田 . {i 原

(198 1)により 43.4 士1. 4Ma と報告されており，

古第三紀始新世後期に相当する.

N.2. 2 花嗣斑岩 (Gp)
t' そじ

晴灰色斑状の完品質岩石であり パンケオチンナイ川中流および五十二 ill 中

第10図花i品斑店の顕微鏡写真 Cil ト ~il l)

横幅は 3 mm (クロスニコル)
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流に小岩体として分布する.斑品は石英，斜長石，若干のカリ長石および緑泥

石化した黒雲付からなる.石基は細粒の石英，斜長石，カリ長石の集合体から

なる

W. 3 変成岩(ホルンブェルス)

欝岳花向岩の周聞のj尼岩や砂岩は，黒雲母ホルンフェルス化されている. し

かし，紫褐色を呈し肉眼的に識別しえるのは，花嗣岩岩体から 500m 程度の範

囲までである.鏡下では原岩の組織は残されており，微細な黒雲母が生じてい

る.緑色岩類では肉眼的にホルンフェルス化しているかどうかは識別しがたい.

V 新第三系

本地域に分布する新第系は， H 高累層群分布域'I I に欝/1;-花両岩を取り巻き

散在的に分布する.地域 f1'央部から阿部にかけて分布するものは，主として牒

岩，砂岩の正規堆積お類からなり，オシラネップ川層， i業興音Ii層およびト和訓

辺層に分けられる.一方，地域東部に分布するものは，主として陸成の火山噴

出物からなる(藻別居).また，地域西南部には安山岩溶岩(ト藻安山岩)が

分布する.貫入計類は玄武岩，安山岩および流紋岩・からなるが，規模の大きな

ものは兄られない.

V. 1 オシラネップ川層 (0) (宮坂ほか， 1980;1984)

本層は地域南西部のサクルー川左 1平支流域から滝上市街-濁川市街を経て，

南接する「立午」図幅地域のオシラネップ川流域にかけて分布する.

本層は級化層理を持つ探宥砂岩互層，傑岩などを主体とした地層である.際

岩の磯種は日高累層群の砂岩 ， i~己岩を主とするが，ホルンフェルスおよび花尚

岩類を普遍的に合むことを特徴としている(第 11 図).砂岩は 75% 以上の岩片

量比をもっ石質砂岩である(宮坂ほか， 1984). サクルー川左岸支流から滝上

市街にかけての地域と，濁川市街からオシラネップ川流域にかけての地域では，

発達する岩相の累重関係がやや異なる(第 12 図) .

サクルー川左岸支流(盤ノ沢J II) から滝上市街にかけての地域では，下位か

ら際岩 I 層 (Oel) ，機宕砂岩層 (Oes) ，泥岩層 (Om) および喋岩 H 層 (Oe2)
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第11 図 オシラネップ川層の機種構成(宮坂ほか， 1984 から作成)

ラネ~')プ川層全体の中では上一部に位南:づ、けられている

からなる方，濁川市街からオシラネップ川流域にかけての地域では，下位

の際岩砂岩泥岩層 (Oem) と上位の磯岩砂店層 (Oes) からなる.このうち，

機岩砂岩層 (Oes) は両地域にまたがり連続する.

オシラネップ川層は，南接する「立牛」図幅地域に広く分布する.オシラネ

ツプ川流域に分布する牒岩砂岩泥岩層 (Oem) と際岩砂岩層 (Oes) は，オシ

(宮坂ほか， 1984).

〈磯岩砂岩泥岩層> (Oem)

宮坂ほか (1984) の「砂岩・泥岩互層 (Os VI)J にほぼ相当するが，明らか

に磯岩が伴われることから，「機岩砂岩泥右層」とした.本層はオシラネップ

川下流域に分布する.級化層理の発達した機岩砂岩泥岩互層であり，単層の厚

さは，楳岩が 1 m，砂岩が O.2~O.3m ， i尼岩が O.05~O.3m が一般的であり，

蝶岩が卓越する.際主 Jは筏 O.5~ 3em の細~中礁からなり，機種は砂岩・泥
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岩・チャート・ホルンフェルス・緑色岩類・花両岩・石英斑岩などからなる.

砂岩は細~中粒砂岩からなる.本層の層厚は280m 以上である.

〈磯岩 I 層) (Oel)

本層は盤ノ沢川および小盤ノ沢川に日高累層群を覆って分布する.西接する

「丙興部」肉幅( rjJ 村ほか， 1980) の「忍路子層」に連続する.主として径 0.5

-5em，最大径10em の細~中礁を主体とする礁岩であり，磯種は砂岩・泥岩・

チャート・緑色岩類・花両岩などからなる.本層中には時に極粗~粗粒砂岩を

伴う.層理は全般に不明瞭である.本層の層厚は130-180m である.

〈磯岩砂岩層) (Oes)

宮坂ほか(1 984) の「細礁岩・砂宕互層 (Os W)J にほぼ相当する.本層は

盤ノ沢川下流域から濁川市街附近にかけて分布する.滝上市街のサクルー)I I お

よび、濁川市街の渚滑川沿いに典型的に露出する.級化層理の発達した磯岩砂岩

互層からなる.単層の厚さは 0.5- 3m であり，礁岩が卓越する.喋岩は径0.5

-5em の細ー中離を主体とし，機種は下位の礁岩砂岩泥岩層 (Oem) と類似

する.砂岩は極粗~中粒砂岩を主とする.渚i骨川とサクルー川の合流点附近や
しんかい

真貝川なと二本層が日高累層群を不整合に覆う部分では牒岩の基質がカキ類の

貝殻片で埋められている場合がある.また，滝上市街北万山麓の不整合部分で

は，径 1 m 以上の巨礁が合まれる.本層の層厚は1l0-250m である.

〈泥岩層) (Om)

本層は滝上市街束および南方にわずかに分布する.黒色塊状の泥岩であり，

層理をしめさない.本層の層厚は 60-100m である.

〈磯岩 E 層) (Oe2)

本層は滝上市街南方にわずかに分布する.径 1 -lOem 最大任 30em の中~大

礁を主体とし，磯種は砂岩・泥岩・緑色岩類などからなる.本層中には稀に泥岩

の薄層が伴われる.層理は全般に不明瞭である.本層の層厚は 150m 以上である.

[層序関係]

オシラネップ 111 層は日高累層群を不整合に覆う.地域西端の盤ノ沢川流域で

は磯岩 I 層 (Oel) が，滝上市街から濁川市街附近ではより上位の磯岩砂岩層

(Oes) がそれぞれ日高累層群を覆っている.また 濁川市街附近の蝶岩砂岩

層 (Oes) は，南接する「立牛」図幅地域に発達するオシラネップ川層の最上
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青/)1討に位置づけられている(宮坂ほか， 1984). したがって，オシラネップ川

層は本地域の西方および南方から，東方および北方に向かつて日高累層群にア

パットしている.

[産出化石と時代]

竹内 (1942) は，オシラネップ川下流の牒岩砂岩泥計回 (Oem) から Led α

sp. , YoldialischkeiSMITH の産出を，宮坂ほか(1 984) は ， Pectencf 如neh αrat

YOKOYAMA の産出を報告している.また，宮坂ほか(1 984) は，南接する「立

牛」図幅地域のオシラネップ川届(際岩砂岩泥岩層 (Oem) の下位層準)から

Portlandi α hayas αkai UOZUMI., Malletiasp. の産出を報告している.これらの産

出化石から，宮坂ほか(1 984) はオシラネップ}II層の堆積時代を中期中新世前

期一中期としている.

[地質構造]

サクルー川左岸支流から滝上市街にかけての地域では，盤ノ沢川および小盤

ノ沢川流域で NE-SW の走向， 5-10° 東傾斜が， ?竜ヒ市街北方で NNW-SSE ｭ

NW-SE の走向， 10-20°南傾斜が，滝上市街南方の渚滑川流域で N-S の走l白]，

10-20。西傾斜が卓越する.すなわち，この地域では，滝上市街南方を中心と

する南に開いた半盆状構造を呈する.

a方，濁川市街からオシラネップ川流域では，渚滑}IIからオシラネップ川下
しもゅうはく

流域で E-W の走向， 10-20° の北傾斜が，下雄柏西万で NW-SE の走向， 10-

40° の北傾斜が，そしてシュルトルマップ川で N-S の走 r(lJ ， 10-20 。の西傾斜

が卓越する.下雄柏西方に NW-SE 方向の背斜構造が形成されている.

V. 2 藻興部層 (Mo) (長谷川・魚住， 1975)

本層は本地域北西隅にわずかに分布するにすぎないが，北接する「興部」図

幅(長芥川・魚住， 1975) 地域に広く分布する I興部」凶幅地域では礁岩，

火山角諜岩，泥岩のそれぞれを主体とした地層に医分されているが，本地域で

は，このうち陳岩のみが分布する.本層は磯径 2 -5em の中礁岩を主とし，

11:1-粗粒砂岩を伴う.疎種はオシラネップ川層に類似し，砂岩・泥岩・チャー

ト・緑色岩類・花両岩などからなる.本地域では層理は不明瞭である.

[層序関係]
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本地域では， 日高累層群と断層関係で接することが多いが， ---fi~ は不整合関

係にある.

[産出化石と時代]

本地域で、は化石は見出されていない r興音 I)J 凶幅(長谷川・魚住， 1975)

地域では，牒岩層の上位の泥岩層から Spisula りoyi (GABB) , Fulviαdr.

muticα(Rvh) ， TurritellanipponicaYok. ，P ortl αndi αd r. tokun αgai (Yok), Deｭ

ntaliumsp ・ . Tectonatic αsp. の産出が報告されているが，時代特定はなされてい

ない.オシラネップ JII 層と類似の岩相をしめすことから，第 l 去では便宜的に

中新世 'Il 期とした.

[地質構造]

本地域では本層の分布はわずかであり，層理も不明瞭なことから，明確な地

質構造については明らかではない.

V. 3 上和訓辺層 (Kw) (新利;)

地域中央部，f-_手[J ilJ Il辺西方に南北約 2.5km ，東西約 2 km の広がりをもって

分布する際岩砂宕互層を新たに上和司 II 辺層と呼ぶことにする.本層の露頭は少

ないが，観察される限りでは単層の厚さは O.2~ 1. 5m であり，蝶岩が卓越する.

礁岩は礁径 1 ~ 5em，最大磯径10cm の細 ~"I傑宕であり，礁種は砂岩・?~己岩・

花尚岩などからなる.砂 !ιは細~中粒砂岩である.本層の層厚は明確に算定し

がたいが， 300m 程度と推定される.

[層序関係]

本層は日記i累層群を不整合に覆う.

[産出化石と時代]

本!留から化石は見出されていない.明確な時代は明らかではないが，オシラ

ネップ川層と類似の岩相をしめすことから，第 1 表では便宜的に中新世中期と

した.

[地質構造]

本層は，測定される走向，傾斜から見て盆状構造を呈していると推定される.
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V. 4 藻 別 層 (M) (八幡ほか， 1988)

本層は地域東部の広い範聞にわたって散在して分布する.本層は本地域の市

東に位置する「丸瀬布北部」ド (}1(1 出(八中香ほか， 1988) 地域で定義されたもので

あり，東接する「上 i者滑」図幅地域から本地域に連続して分布する.本!回はド

位の上占丹四号川際岩吉 r~ 層 (M e)と上位の白樺， ufo 火砕岩部層 (Mt) からなる.

(上古丹四号川磯岩部層) (Me)

本古 I~ 層は， f1立の日高累層群と不整合で接する部分に局部的に分布する.部

層として取り扱うには連続性に乏しいが，「ー丸瀬布北部」図幅および r L渚滑」

図幅に準拠し部層として取り扱う.八号沢支川最卜ー部の尾根古[~および立 !i二川下

流部にわず、かに分布する.

立牛川では牒径 1 -5em，最大喋径30em の泥岩，花尚岩，流紋岩，玄武宕

などの角際一円蝶を主とする際岩からなる?旬j太に乏しく ， }吾理は不明瞭であ

る.本部層の層厚は20m 程度であるが，連続性に乏しい.

〈白樺峠火砕岩部層) (Mt)

本部層は， O.5em 大の軽石を含む塊状の淡緑)氏色酸性軽石凝灰岩を主体とす

る.しばしば 0.5- 1em 大の泥岩，砂岩，流紋計などの異質角蝶が合まれる.

また，部分によっては軽石が抜け多孔質な外観を呈する.軽石i疑)火岩は軽石と

これを埋める基質中の繊維状火山ガラス，石英(長径O.2-0.5mm) および少

一ー与

第13図 :立午層中を岩脈状に分布する藻別出のスケッチ(渚滑川左岸)
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量の斜長イ~i (長任O.2mm) からなる.

また，アプカウシナイ川との合流点以内ーのi者滑川では， 本層が口 rt'lJ累層群中

に岩脈状の形態をとって分布するのが各所で観察される. イ;じで、は本層'1 1 に H

r~gJ 累!国群の泥Y+フマロックが取り込まれている場合がある(第l3[文D.

ィド!再の!回以は， fl再理が不明瞭であり正確に算定しがたいが，ポン和司II辺川北

万で'300m 以卜e とみられる.

[肘序関係]

本回は[! i山県!首群を不整合に葎う.

[産 UI化石と時代]

;本屑から化石は見出されていない. 八幡・河戸 (1995) は「卜j者一滑J [~J幅地

主主の涼別回の r~\Htil ィ i?存'(;-から K~Ar 年代1 1. 8 土 O.6Ma を手IHi]: しており， i某別府

の堆積年代を rjI新 lit 中間j から後期にかけての時代としている.

[地質構造]

本帽の大部分は!ぱ寸里をしめさないことから明確な構造は明らかではない.~

!首の基!長は i者滑川や立午川の河床レベル附近に存在するとみられるが，渚i骨川

と手!日I[辺川間の稜線部にも散在して分布する.本国の大部分は日高累層群の起

伏を理めて堆積し，全体として大きな変動は被っていないと推定される.渚滑

川に見られる岩脈状に分布する部分は，あるいは本層の噴出割れ目の」部であ

るかもしれなし\

V. 5 上藻安山岩 (Ka)

本溶岩は欝長商店の稜線 rEX に分布する.黒色~暗灰色塊状の安山岩溶岩から

なる.斑品鉱物は斜長石(長径 O.6~2.0mm) ・単斜輝石(長径 O.2-0.8mm)

および少量の斜方料石(長径 O.2-0.8mm) からなる.七宇基は斜長石が主であり，

ピロタキシィテック組系哉からなる.

なお，本地域北西端に分布する小規模な安山日溶岩も便宜的に本溶岩に含め

た.

本溶岩は日高累層群: 花両店およびオシラネップ川層を不整合に覆う.活動

年代を特定する資料はない.第 1 表では便宜的に中新世後期とした.
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第14図 上涼安山岩の顕微鏡写真

横幅は 3 mm (中ーニコル)

V. 6 貫入岩類

v.6. 1 玄武岩 (8)

欝!寺西方の稜線部，欝 Fir北万などに小77脈として分布する.前者は NE~SW

方向でオシラネップ川層を後者は花尚むを貫いている.斜長石 (0. 2~0.8mm)

が斑状構造を呈している.石基はピロタキシティック組織をしめし，斜長イ 1·

単斜輝 {J- .不透明鉱物からなる.全体に緑泌石化・炭酸塩鉱物化が著しい.

V. 6. 2 安山岩 (A)

五十三川中流および地域南西部の消滑川にみられる.し、ずれも小{'{脈である.

前者は NE-SW 方 1[1]，後者は WNW-ESE 方向が卓越する.斑品鉱物は斜長行

(0.5~2.0mm) ・単斜輝石 (0.2~0.5mm) ・斜方輝石 (0.2~0.5mm) から

なる.斑品鉱物の量比は岩体によって異なるが，いずれも斜土毛布に寓む.イi基

はハイア口ピリテック組織をしめす.ZJ体によっては緑泥石化・炭酸塩鉱物化

が著しく新鮮な斑品鉱物が残らないものも存在する.

V. 6. 3 流紋岩 (R)

藻別!当分布域の両端部および地域南西端の渚滑川にみられる.多くは流理構

造の発達した灰色流紋岩である~者滑川のものは日高累回群を貰き，安山引に
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貫かれている· E-W 方向に伸長する.宇津々川のものは NNE-SSW 方向が卓

越する.

斑品鉱物が石英，斜長石 (O.2-0.5mm) からなるものと，日立たないもの

がある.七島基は微細な石英とガラスからなる.

H 第 四 系

本地域に分布する第四系は ， i者滑川，サクルー !I I および宇津々川沿いにのみ

発達しており，河岸段丘堆積物が主体となっている.

VI. 1 河岸段丘堆積物 (t.- t3)

滝上市街より上流の渚滑川およびサクルー川流域には 3 両の段丘堆積物が，

濁川市街より下流の渚滑川流域には 2 面の段丘堆積物が認められる.その他の

段丘堆積物は宇津々川流域にわずかに発達する.中一大瞭とこれを充填する

砂・粘土質物質からなる.

-vi. 2 山麓斜面堆積物 (g)

大正附近のj者滑川右岸の丘陵斜面および中宇津々附近の宇津々J1 lfi岸の丘陵

斜面に見られる.極めて緩傾斜の雨j を形成する.堆積物は中~大離を右ーするが，

1立に粘土質物質からなる.

VI. 3 現河床堆積物 (a)

現河床堆積物が比較的発達するのは，地域北東部の和訓辺川流域である.小

一大離を合む砂磯および粘土からなる.

VII 応用地質

本凶幅地域には，水銀，銅・鉛・車鉛の金属鉱床が見つけられている.この

うち，水銀鉱床には一時稼行された鉱山があるが，全体的には大規模な鉱床は

見られない.
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)]I. 1 水銀

四. 1. 1 ウッツ(北海水銀)鉱山(松村ほか， 1957; 地質調在所， 1967)

本地域北部の宇津々わりて支線川の上流左岸側から沙官川最上流域に位置す

る.昭和 17 (1 942) 年に発見され，戦時中少量の粒辰砂を産出した(北海水銀

鉱山)が終戦により休山した.昭和 25 (1950) 年に再開，昭和 30 (1 955) 年に

野村鉱業が買収し，昭和 38 (1963) 年まで稼行した .tt て産実績は粗鉱量 4 、 813t ，

品位 0.69% Hg ，合有量 33 司 053kg とされている(地質調杢所， 1967).

鉱床は瑠橡層の緑色岩類中の NW 系裂カに匹目白しており，キューリ沢鉱床・

水銀沢鉱床・サルル鉱床などがある.構成鉱物は辰砂・白鉄鉱・黄鉄鉱・鶏冠

石・干 i黄・石英・方解石などからなる.鉱石鉱物の主要なものは反砂であり，

脈石として主要なものは石英である. ;j(銀沢鉱床は最大の鉱床で， N40-60ー

W の石英一反砂脈である.鉱床の盤ぎわから外側に向かつて，炭酸塩化帯・

緑泥石 炭酸塩化帝・曹長石-緑泥石化 mの順に変質帝が配列し，全体の幅は

約20m である.

四. 1. 2 その他の水銀鉱床

上和訓辺鉱山(山田ほか， 1963; 地質調杏所， 1967)

本地域中央部，和訓辺左沢川上流域に位置する.昭和 18 (1 943) 年発見，昭

和131 (1 956) 年野村鉱業が買収し，昭和 32 (1957) 年間山した. 4t 程度の出

鉱をみたといわれている.

鉱床は瑠橡層中の N10° W 系の破砕帝に肝胎する方解石 辰砂脈である.脈

幅最大20em，平均 3 -10em であり，延長約10m とされる.鉱石鉱物は辰砂お

よび少量の黄鉄鉱である.平均品{立は0.01-0.03% Hg である.

奥東鉱山 ([I，同ほか， 1963; 地質調査所， 1967)

本地域束端の奥東に注ぐ渚滑川左岸支沢に位置する.昭和 20 (1 945) 年発見，

探鉱が進められてきたが稼行には至っていない.

鉱床は立牛崩の N20° E 系の勇断帯に佐胎する粘土 辰砂脈であり，黄鉄鉱

の鉱染を伴っている.脈幅最大 45em ，平均数 em -10em ，延長 20m である.

官山こ }J 解石一辰砂脈を伴う.平均品位は 0.02-0.7% Hg である.

ポン和副|辺鉱床(山田ほか， 1963; 地質調査所， 1967)

本地域の東端，和 JJiI辺川とポン和訓辺川の合流点附近に分布する.探鉱のみ
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で稼行されてはいない.

鉱床は立午層の N40° W ~ N20ー E の勇断帯の組み合った部分にみられる辰

砂鉱染鉱床である. N20ー E の仲びを有する.平均品位は 0.01-0.02% Hg で

ある.

VI. 2 銅・鉛・唖鉛
こんぴらざわ

金毘羅沢鉱床(藤原・庄谷， 1963; 地質調在所， 1967)

滝上市街に注ぐ ， i者滑川左岸支沢(金見羅沢)の下 -It] 流域に分布する.昭

和初期から t* 鉱されたカミ手家行にす i っていない.

鉱床は瑠橡層中に匹胎し， 下流・中流およびその支流の 3 個所にある.鉱床

は石英一硫枇鉄鉱一黄銅鉱一方鉛鉱 閃亜鉛鉱脈であり， NIO-20ー E あるい

は E -W の走向をしめす. 下流の鉱床は幅 I -IOem の細脈である.中流の

鉱床は脈111面最大30em 程度で，石英一黄鉄鉱一硫枇鉄鉱を主とする.支流の鉱

床は方鉛鉱一閃亜鉛鉱 黄鉄鉱粘土脈である.変質は絹雲母を主とする粘土化

作用と珪化作用が主体である.
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

Scale1:50.000

TAKINOUE

(ABASHIRI-14)

BY

TakeoMATSUNAMI

(Abstract)

TheTakinouedistrictoflatitude44
0

10'to44
0

20'Nandlongitude143
0

00'to143~ 15'E , islocatedintheeasternpartoftheKitamiMountains , in

northeastHokkaido

Geolo 幻r

ThedistrictiscomposedofCretaceoustoPaleogenesedimentaryandvolcanic

rocks , Paleogenegranite , Neogenesedimentaryandvolcanicrocks , andQuaternary

sediments , asshowninFigure1.

TheCretaceoustoPaleogeneSystem

TheCretaceoustoPaleogeneSysteminthedistrictiscomposedoftheHidaka

SupergroupintheHidakaBeltandgranite.

TheHidakaSupergroup , occupiesmostlyofthedistrict , consistsof

sedimentarystratacontainingmainlysandstoneandmudstone , intercalatedwith
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Sandstoneand
MudstoneMember
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K:miok~.ope IN~shiokkope I RurochiFormation I~atsuushi

Fig.1 AgeologicsuccesionoftheTakinouedistrict

greenrocks.Thcgeologicageofthissupergroupgivenbyradioralianfossilsinｭ

dicatestheCampanianandMaastrichtianeras.Inrecentyears , thePaleocene

andEoceneradioralianfossilswerefoundinthedistrictandsurroundingarca

ThesupergroupisdividedintotheKamiokkopeFormation , theNishiokkope

Formation , theRurochiFormationandtheTatsuushiFormation

TheKamiokkopeFormationexposedinthesouthwesterncornerofthedistrict

consistsmainlyofmudstoneandsandstone , andisaccompaniedwithpillow

basalt.Theformationconsistsofrepetitionofcoarseningupwardsequenceof

sandstoneandmudstone.Thisformationismorethan2,500 metersinthickness
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TheNishiokkopeFormationexposedinthenorthwesterncornerofthedistrict

consistsmainlyofsandstoneandalternatelayersofsandstoneandmudstone

Thisformationismorethan2 ,500 metersinthickness.

TheRurochiFormationexposedcentralpartofthedistrictconsistsmainly

sandstone , mudstoneandalternatingbedsofthem.Thisformationisaccompanied

onthickgreenrocks.Thisformationismorethan5 ,000 metersinthickness.

TheTatsuushiFormationexposedineasternpartinthedistrictconsists

mainlyofmassivemudstone.Thisformationismorethan3,000 metersinthickness

Largebodiesofgranite , exposedintheareaoftheMt.Uttsu-dake ,intruded

intotheHidakaSupergroup , andhashadcontactmetamorphiceffectonthesur

roundingrocks.Agranite-porphyryisfoundinthesouthernpartoftheMt

Uttsu-dake.

TheNeogeneSystem

TheNeogeneSystemissporadicallydistributedinthedistrict , andunconｭ

formablyoverliestheHidakaSupergroup.Thesystemconsistsoffiveformations

andoneandesitelavainagefromthemiddletothelateMiocene.TheMiocene

seriesisdividedintotheOshiraneppu-gawaFormation ,the MookkopeFormation ,

theKamiwakunbeFormation , theMobetsuFormationandtheKamimoandεsite.

ManyTertiarydikesintrudedintotheNeogeneandCretaceoustoPaleogene

Systems

TheOshiraneppugawaFormationoccursinthesouthwesternpartofthe

district.ThisFormationabutsontheHidakaSuppergroupmainlyconsistsof

alternatelayersofconglomerate , sandstoneandmudstone.Theformationis

morethan500metersinthickness.

TheMookoppeFormationoccursinthesoutheasterncornerofthedistrict

Thisformationconsistsofconglomerateandsandstone.

TheKamiwakunbeFormationoccursinthecenterofthedistrict.This

formationconsistsofalternatelayersofconglomerateandsandstone.The
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formationis300metersinthickness.

TheMobetsuFormationOCCllrsintheeasternpartofthedistrict.This

formationischaracterizedbyterrestrialvolcanicrocks ,and iscomposedmainly

ofacidicpumicetuff.Itsthicknessismorethan300meters.

TheKamimoandesitelavaoccursinthewesternpartofthedistrict

Therearemanydykesofbasalt, andesiteandrhyoriteintrudedintheNeogene

andCretaceoustoPaleogeneSystems.Butalagescaledykeshadnotfound.

TheQuaternarySystem

TheQuaterarySystemconsistsofriver-terracedeposits , gentleslopedeposits

andpresentriverbeddeposits.Thesedepositsconsistsmainlyofgravelandclay.

Terracedepositsinthedistrictaredividedinto3unitsoft1~t3.

GeologicalStructure

TheCretaceoustoPaleogeneSystemischaracterizedbytwodifferentstrike

trendsofNNE-SSW~NE-SW andNW·SE~NNW-SSE

TheKamiokkopeForrmationischaracterizedbytheNW-SE~NNW-SSE

trendstrikeandwestwarddipping.Ontheotherhand , theNishiokkopeFormation ,

theRurochiFormationandTatsuushiFormationarccharacterizedbytheNEｭ

SW~NNE-SSWtrendstrikeandwestwarddipping.

TheNeogeneSystemhasagentlebasinstructure.

TheCretaceoustoPaleogeneSystemandtheNeogeneSystemarecutby

NW-SE , NE-SWandN-Strendingfaults

EconomicGeology

MercurydepositsandCu-Zn-Pbdepositsaredistributedinthedistrict.But

alargescaledepositshadnotbeenfound.
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